
　本分科会では、中学校・高等学校・大学という異なる教育段階の立場から、探究的な学びを推進

する中で生じる外部連携・協働に関する「モヤモヤ」を共有し、その背景や構造を捉え直すことを目

的として実施された。

　冒頭では、参加者同士によるチェックインを通じて、それぞれが抱える課題や期待を可視化した。

その後、京都橘中学校・高等学校の長谷川夕起氏より、探究を学校の軸に据えた実践事例が紹介さ

れた。インタビュー学習、チェンジメーカープロジェクト、PBL型研修旅行など、多様な外部連携の取

り組みが進む一方で、伝達不足や期待値のズレ、ボランタリーになりがちな関係性といった「対校

外」の課題、また大規模校における浸透の難しさや教科との接続、体制づくりといった「対校内」の

課題が率直に語られた。

　続いて、同志社中学校・高等学校の沼田和也氏からは、「世代と立場を越えて学びを編みなおす」

という視点のもと、授業と正課外活動を往還する「学びプロジェクト」の実践が紹介された。「すぐき

漬けプロジェクト」をはじめとする事例では、社会課題や地域課題を起点に、教員・生徒・地域・国

内外の多様な人々が関わり合いながら学びが展開されていくプロセスが示された。そこでは、成果や

評価を目的化せず、小さく始め、偶然の出会いや対話を大切にしながら学びを育てていく姿勢が強

調された。

　全体討論では、話題提供を受けてグループごとのディスカッションが行われ、現場に即した具体

的な質問や意見が多数出された。

　特に多く挙がったのは、外部連携を担う「あいだ的な存在」の必要性である。社会との接点をつく

る役割を誰が担うのか、教員や職員が通常の役割をどこまで越えて関わるのか、その際に生じる負

担や葛藤について議論が交わされた。また、公立校における異動の問題や、引き継ぎ資料の重要性
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　中・高・大の三者が、それぞれの立場から探究的な学びを進める中で直面する、外部との連携や

協働をコーディネートする際の「モヤモヤ」を共有する。授業運営の工夫や課題、外部連携における

役割や持続性、越境的な協働のあり方について視点を提示し、フロアとも議論を深める。最終的に

は、それぞれの現場で活かせる具体的なヒントや方策を持ち帰れるようなセッションを目指す。

 

 

など、持続可能性に関する問いも多く共有された。

　さらに、「子どものため」という目的が強調されすぎることで、教員自身が犠牲を強いられてしまう

構造への違和感も示された。探究や外部連携を続けるためには、教員自身が楽しさや手応えを感じら

れること、個人の熱量をどのように組織へと接続していくかが重要であるという認識が共有された。

　討論を通して、探究的な学びは授業か正課外かという二項対立で捉えるものではなく、両者を往

還しながら編み直していく営みであることが再確認された。

　本分科会の到達点として、外部連携や探究的な学びにおいて生じる「モヤモヤ」を、個人の悩み

や失敗として抱え込むのではなく、共有し、言語化することで次の実践につなげる視点が確認され

たことが挙げられる。特に「終わってしまうこと」や「続かないこと」を否定せず、その時々の条件や

関係性に応じて学びの形を更新していく姿勢の重要性が共有された。一方で今後の課題としては、

外部連携を教員個人の努力に依存させないための組織的な位置づけ、引き継ぎや制度設計の工夫、

そして金銭的・時間的な持続可能性をどう確保するかが挙げられる。また、探究的な学びを特別な

活動として切り離すのではなく、授業の持つ力を再評価しながら、より多くの生徒が関われる形で埋

め込んでいくことも重要な論点である。

　本分科会での議論を踏まえ、今後も中・高・大それぞれの立場を越えた対話と協働を通して、探

究的な学びの可能性を広げていくことが期待される。

全体討論の内容
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